
ニ
コ
チ
ン
は
な
ぜ
依
存
し
や
す
い
？
 

非
喫
煙
者
と
比
較
し
た
 

喫
煙
者
の
死
亡
率
 

禁
煙
す
る
と
、こ
ん
な
メ
リ
ッ
ト
が
！
 

覚
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
 

知
っ
て
い
ま
す
か
 

知
っ
て
い
ま
す
か
 

　
ニ
コ
チ
ン
は
覚
醒
剤
や
麻
薬
と
同
じ
作
用
で
脳
の
快
楽
中
枢
を

刺
激
し
、快
楽
を
感
じ
さ
せ
る
。タ
バ
コ
を
吸
う
と
、急
激
に
ニ
コ
チ
ン

の
血
中
濃
度
が
上
昇
し
す
ぐ
に
快
楽
を
感
じ
る
が
、ニ
コ
チ
ン
の
代

謝
が
早
い
た
め
だ
ん
だ
ん
血
中
濃
度
が
低
下
し
、イ
ラ
イ
ラ
が
募
っ

て
く
る
。
そ
の
状
態
を
抜
け
出
そ
う
と
喫
煙
を
繰
り
返
し
ニ
コ
チ
ン
依

存
に
陥
る
。
チ
ェ
ー
ン
ス
モ
ー
カ
ー
の
場
合
、大
体
30分

に
１
本
の

喫
煙
ペ
ー
ス
。ま
た
朝
起
き
抜
け
に
煙
草
が
吸
い
た
く
な
る
の
も
寝

て
い
る
間
に
血
中
濃
度
が
グ
ン
と
下
が
り
不
快
な
気
分
の
ド
ン
底
ま

で
い
っ
て
い
る
の
で
、早
く
吸
い
た
い
と
な
る
。

　
ニ
コ
チ
ン
依
存
に
有
効
な
ニ
コ
チ
ン
パ
ッ
チ
は
、ニ
コ
チ
ン
の
血
中

濃
度
を
満
足
未
満
、不
快
と
感
じ
る
域
以
上
の
量
が
入
っ
て
お
り
、タ

バ
コ
の
よ
う
に
血
中
濃
度
の
変
化
も
な
い
の
で
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
ず
ニ

コ
チ
ン
を
絶
つ
こ
と
が
で
き
る
。

（
非
喫
煙
者
を
１
と
し
て
）

"
起
床
時
の
疲
労
感
の
解
消
。
"
咳
や
痰
が
減
り
、息
が
楽
に
。

"
味
覚
が
改
善
し
た
。
"
肩
こ
り
や
足
の
冷
え
が
な
く
な
っ
た
。
"

顔
色
が
よ
く
な
り
、フ
ァ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
が
1ト
ー
ン
明
る
く
な
っ
た
。
"

節
約
。
"
喫
煙
に
対
す
る
肩
身
の
狭
さ
や
不
便
さ
か
ら
解
放
さ
れ
た
。

ニ
コ
チ
ン
血
中
濃
度
 

時
間
 

時
間
 

30分
 

満
足（
い
い
気
分
） 

睡
眠
中
 

タ
バ
コ
が
吸
い
た
い
 

（
集
中
困
難
） 

タ
バ
コ
に
よ
る
ス
ト
レ
ス
 

覚
醒
・
リ
ラ
ッ
ク
ス
 

ニ
コ
チ
ン
パ
ッ
チ
 

使
用
 

嫌
な
気
分
 

く
も
膜
下
出
血
 3.2倍

 
脳
梗
塞
 2.2倍

 

肺
ガ
ン
 4.5倍

 
肺
気
腫
な
ど
 1.8倍

 

喉
頭
ガ
ン
 32.5倍

 
口
腔
・
咽
頭
ガ
ン
 3.0倍

 

全
死
因
…
1.3倍

 
全
が
ん
…
1.7倍

 

胃
ガ
ン
 1.5倍

 
胃
・
十
二
指
腸
潰
瘍
 1.9倍

 
肝
臓
ガ
ン
 1.5倍

 
肝
硬
変
 1.2倍

 

乳
ガ
ン
 3.9倍

 
子
宮
頚
ガ
ン
 1.6倍

 

女
性
 

食
道
ガ
ン
 2.2倍

 

す
い
臓
ガ
ン
 1.6倍

 

冠
動
脈
性
心
臓
病
 1.7倍

 

膀
胱
ガ
ン
 1.6倍
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服
部
か
お
る
さ
ん
 

回
答
者
 

ク
リ
ニ
ッ
ク・フ
ァ
イ
ル
 

喫煙者の多くが「百害あって一利なし」と分かっ

ていてもやめられないタバコ。健康のために本気

で禁煙を考えるなら、心強い味方となってくれ

る「禁煙外来」を訪ねてみませんか。今回は、禁

煙サポート外来を行っているフラワーロード服部

内科院長の服部かおるさんに、喫煙の害について

や禁煙外来の治療法などをお聞きしました。  
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健康管理の基本ポイントは「禁煙」と心得て！ 
禁煙外来のサポートで禁煙に挑戦。  

●
は
っ
と
り・
か
お
る

神
戸
大
学
医
学
部
卒
業
。
神
戸
大
学
医
学
部
第
１
内
科
、三
木
市
立

三
木
市
病
院
内
科
主
任
医
長
を
経
て
、2001～

2003年
ア
リ
ゾ
ナ

大
学
統
合
医
学
講
座
A
ssociate Fellow

shipコ
ー
ス
取
得
。
2004

年
神
戸
三
宮
に
て
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
服
部
内
科
を
開
業
。
勤
務
医
時

代
に
循
環
器
疾
患
・
呼
吸
器
疾
患
を
中
心
に
診
療
し
て
き
た
経
験
か
ら
、

同
院
で
は
禁
煙
サ
ポ
ート
外
来
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。
医
学
博
士
。

http://w
w
w
.hattori-naika.com

/index.htm

禁
煙
外
来
の
サ
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ー
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で
禁
煙
に
挑
戦
。
 

 

 

 

タバコの煙には４０００種類

の化学物質と一酸化炭素や

ヒ素、ホルムアルデヒド、シアン化水

素など２００種類の有害物質、ター

ルやダイオキシン、ニトロソアミンなど

40種類の発ガン物質が含まれます。

低ニコチンや低タールなどの軽いタバ

コなら害も少ないと思いがちですが、

製造過程で添加される化学物質の

量が多く、かえって体に優しくない

ことが明らかになってきました。喫

煙者がニコチン摂取量を無意識に調

節するため（深く吸い込む、本数が

増えるなど）、レギュラータバコと同

等かそれ以上の有害物質を吸入し

ていることに。その結果、心筋梗塞に

なる人が逆に多く、肺ガンの発生率

はレギュラータバコと同等です。  

　喫煙はさまざまな病気の原因と

なる点も大きな問題です。肺ガンだ

けでなく全身のあらゆるガンを増

加させ、動脈硬化を推し進めて、心

筋梗塞や狭心症、脳動脈硬化症、Ｅ

Ｄ、高血圧を引き起こします。慢性

気管支炎や肺気腫、気管支喘息な

どの慢性呼吸器疾患も増加。流産

や不妊、胎児の影響も深刻です。そ

のほか、消化性潰瘍や歯周病、骨粗

鬆症や早期閉経にも影響します。

女性には美容面での大きな悩みと

なる深いシワ、  頬のこけ、歯ぐきの黒

ずみなど、いわゆる「スモーカーズフェ

イス」も立派な喫煙による害です。  

 

 

 

それは、ニコチンに対する身

体依存と心理的依存という

心身両面２つの依存症との闘いだか

らです。喫煙習慣はニコチン依存症

（慢性ニコチン中毒）という病気であ

ることをよく理解することが、禁煙

のスタートといえます。ニコチンは覚

醒剤や麻薬と同じ作用で脳の快楽

中枢を刺激するので、いい気持ちに

なりますが、すぐに体から抜けてし

まうのでニコチンが切れるとイライ

ラなど不快な状態になります。この

禁断症状を解消しようと喫煙を繰

り返す状態がニコチン依存です。タ

バコを吸うと能率が上がるとか、頭

がスッキリするというのは錯覚で、喫

煙しなければ感じることのない余分

なストレスを抱えているわけです。

ただし、身体的ニコチン依存は１９９

９年から国内で使用可能になったニ

コチンパッチで、簡単に乗り越えられ

ようになっています。  

　もう１つの心理的依存は条件反

射喫煙や習慣喫煙というもので、タ

バコを吸っていい気持ちになった記憶

や日常の習慣など。これは薬を使っ

て治せるものではなく「依存を克服

する」という当人の意志や環境を

整え、時間をかけてじっくり行うこ

とが必要です。  

 

 

 

女性喫煙者は、循環器疾患 

死亡率が非喫煙者の２・５

倍と高くなり、動脈硬化にもなり

やすいですね。妊娠や出産、授乳期

の喫煙の弊害も極めて大きいので、

女性の喫煙はハイリスクといえます。

また、青少年期の喫煙は将来の発ガ

ンや依存症に関連しています。  

 

 

 

かつては、単にタバコの煙の好

き嫌い程度の問題でしたが、

最近になって喫煙者本人の主流煙

以上に受動喫煙で吸う副流煙の害

の方が大きいことが判明しました。

副流煙に含まれる有害物質、なかで

も発ガン物質は主流煙よりもはる

かに多く（２〜１００倍）含まれてい

るのです。特に妊婦や子どもには、

流産や胎児発育遅延、先天性奇形、

乳幼児突然死症候群、気管支喘息、

中耳炎など重大な影響があるので、

できる限り喫煙者の煙は避けるよ

うに注意してください。喫煙者本

人も、副流煙が周りの人にかからな

いよう配慮してほしいですね。  

 

 

 

禁煙外来では、ニコチンに対

する身体依存・心理的依存

を乗り越えられるようにサポート

していきます。治療は保険適用可

能ですが、これには、１日に吸う本

数×喫煙年数が２００を越すかなど、

いくつか条件がありますので初診の

際に説明します。当院では12週間

フォローしていき、その間に５回の診

療を受けていただきます。初診は問

診票記入や説明、喫煙スタイルの分

析や禁煙の目的を明らかにし、さま

ざまな具体的アドバイス、禁煙宣言

などで約1時間かかります。治療

には、ニコチンパッチを使ったニコチン

置換療法（左参照）を取り入れます

ので、パッチの使い方指導も行います。  

　生涯を健康に過ごすための自己管

理の２大基本ポイントは「体重管理」

と「禁煙」です。１人では難しい禁煙

も、医師や看護師のサポートで達成

可能だということを知ってください。  

禁煙時に出てくる禁断症状に対し、  喫煙

以外の方法でニコチンだけを体内に取り

入れ症状を抑制し、禁煙に導く治療法。

皮膚に貼付するニコチンパッチは、禁煙の

時期に合わせて使うサイズが3種類。１

日１回１枚を両上腕部や腹部、腰背部な

どに貼付するだけ。ただし、不整脈など使

用できない場合もあるので既往歴などは

医師にきちんと伝えるよう注意。

●ニコチン置換療法 

3
5

喫煙の害について 

教えてください。  

なぜ禁煙は 

難しいのでしょう？ 

タバコの害を 

受けやすい人は？ 

受動喫煙の害について 

教えてください。  

「禁煙サポート外来」では、  

どんな治療を行いますか？ 


